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２．研究の手続き 
 本研究では、研究目的の達成を目的に、 2 つの授業にお
いて林ら（2010）がその有用性を報告した構成主義の指針















































更しながら、 1 試合5 - 6ゲームからなるグループ対抗のリー














































































した。      
 
表 1 各授業方略での授業終了後における授業への満足度および対人関係に関する主観的評価 
項目番号 項目
1. この授業の総合的な満足度はどのくらいですか？ 82.3 ± 11.5 87.4 ± 10.0 *
2. 講義には意欲的に参加しましたか？ 78.8 ± 16.9 85.5 ± 12.8 *
3. 実技には意欲的に参加しましたか？ 88.5 ± 13.0 86.8 ± 11.8
4. 実技はどのくらいうまくできましたか？ 72.4 ± 16.7 72.0 ± 16.6
5. 他の受講者との関係（コミュニケーション）に関しての満足度はどのくらいですか？ 81.8 ± 13.4 81.0 ± 15.8
6. 他の受講者とのコミュニケーションを積極的にとるようにしましたか？ 82.2 ± 12.1 78.5 ± 15.6




8.5 ± 13.6 6.7 ± 4.8
9. この授業の受講生の中に，友達は何人いますか？ 10.5 ± 4.1 10.5 ± 6.3




72.2 ± 20.0 75.1 ± 22.2








73.0 ± 17.3 * 65.0 ± 17.6





1. リーダーを担当した際，役割を果たすことは苦痛だった 1.7 ± 0.9 14.
2.
15.




7. 19. 得点時の賞賛行動の決め方には満足している 4.2 ± 1.0
20. 得点時の賞賛行動を行う約束はしっかり守った 3.9 ± 0.9

















































































 本研究で用いた質問紙は、 4 または 5 件法により回答を
求めるものである。測定に用いる指標が順序尺度的なもので
ある場合には通常ノンパラメトリック検定が適用されるが、
本研究に於いては、 4 または 5 件法以上の質問紙を用いた
場合には、測定値は心理的連続体として扱われるとの先行研
表 3 各方略での授業終了後におけるプレーおよびコミュニケーションに関するコメント 
教授方略の種類
肯定的意見 肯定的意見
・ 責任をもってプレーできた ・ 面識の無い人にも話しかけやすかった






・ とっさにほめることができた ・ 授業後もニックネームで呼べるようになった





















































































いて検討した結果、UCLA孤独感尺度（F = 6.12, P = 0.014）、





 授業終了後に測定した種々の指標の測定結果を表 1 に示
した。「授業の総合的な満足感（項目番号 1 ）」については、
協同活動方略群（82.3 ± 11.5 ％）と比較して運動学習方







方略群において測定された65.0 ± 17.6 ％という値と比較
して、協同活動方略群の学生において測定された値（73.0 




定（3.7 ± 1.0、項目番号 5）」、「グループごとの練習（4.0 





































































グループでの協同活動を促進する内容（Barkley et al., 
2003）を含んでいる。単に学生をグループに分けて学習さ
せるということと、学生間に協同的な関係を構築するという
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